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令和 2年度 一般財団法人 家畜学研究所 一般調査研究補助金による調査 

モンゴル遊牧民に学ぶ羊・山羊の繁殖行動管理と分娩行動 

および出生管理を通した飼養管理技術 

研究目的 

 現在, モンゴル在来種の羊と山羊は, 外部形態の特徴を基準に尾, 鼻, 耳および角などの特

徴を含めて多くの系統・品種に分類されている。とくに尾の形状としては長さと脂肪形成の状態が

重要であり, 脂肪形成には尻部も関連している。これらの系統・品種分化に関する研究は, 生化

学的多型, ＤＮＡ多型などの解析が行われてきており（在来家畜研究会, 2009）, また血液タンパ

ク質の多型は変異が大きいことも報告されてきた（田名部ら, 1995）。モンゴルにおける動物遺伝資

源の特性から羊の代表品種は Khalkh であり, 脂肪尾タイプに属する肉、毛皮兼用種である。

Khalkhは, 新品種を作出するジーンプールとしての役目を果たすなど, モンゴル国内では重要な

在来品種となっている。遊牧民が本品種とその改良交雑種を飼育していることからも明らかである。   

山羊は Mongolian native goat(モンゴル在来種)であり, カシミア, 肉および乳兼用種である。雌

雄ともに有角であり, 顔面と脚を除く全身には厚い外套毛でおおわれている。また, 皮は薄く, 強

靭であるので, なめし皮としての利用価値が高い（動物遺伝資源探索調査報告, 1997）。モンゴル

在来種の羊と山羊の多様な系統・品種分化に関しては, 上記の動物遺伝資源の観点から研究調

査が行われ, 多くの知見が得られているが, 遊牧民の飼養管理技術との関わりの視点から考察し

た研究調査は限られたものとなっているのが現状である。  

本研究者の苗川は, Dr. Myakhdadag らとモンゴル遊牧民のもとで,「モンゴル遊牧民の羊・山羊

への介入行動と羊・山羊の音声および行動からみた家畜化の一考察」の報告（在来家畜研究会 

28：苗川, 2017)を行った。しかし, モンゴル在来羊と山羊の外部形態の特徴を判別する雌雄や親

子関係の系統・品種分化など, とくに秋営地の繁殖期における雌雄の行動管理や春営地の出生

期における母子の分娩行動の飼養管理記録は, 遊牧民にとって肉・乳生産に直結するものとして

重要であり, 行動管理学の観点から未解明な部分が多く残されている。 

そこで, 本研究は,モンゴル遊牧民が羊と山羊の繁殖期と分娩出産期において, どのように個

体や群を管理しているのか飼養管理技術に関する知見を得ることを目的に実施する。とくに, モン

ゴル在来羊と山羊の外部形態の観察および聞き取り調査記録から雌雄と親子関係の外部形態上

の共通点や相違点をもとに, モンゴル在来羊と山羊の系統・品種分化を遊牧民の飼養管理技術

との関わりの中において考察していく。 

研究方法 

調査地は,モンゴル国ウブルハンガイ県ブルト地区またはボルガン県アルシャンツ地区における

遊牧民の秋営地および春営地である。遊牧民が所有する羊と山羊の雌雄の繁殖行動調査を

2020 年 10 月に, 羊と山羊の成雌の分娩出産前後における調査を 2021 年 3 月にそれぞれ実施
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する計画である。併せて遊牧民の飼養管理技術の関わりを直接観察と聞き取り調査によって記録

する。現地調査には, 共同研究者の Dr.Myakhdadak および家族が同行し, これまでお世話にな

ってきた遊牧民(Mr.Boltファミリー)のもとで実施する予定である。 

 

注：モンゴルにおける本調査は、コロナウイルスによる海外渡航禁止中の最中にあり、

収束の見通しが予測できない現状にある。 

渡航が解禁になる日が一刻でも近づける日を願いつつ、調査準備をしている。 

２０２０．６．１ 

 

 注2：上記調査は、2021年度に延期することになった。コロナ禍の中、渡航できる日を

心待ちにしている。 

                               2021.2．18  

 

注３：上記調査は、2022年度に再延期することになった。あと何年続くか分からない

が、オミクロンが終息し、安全・安心が確実になったら計画通りに実施したいと考えてい

る。 

                              2022.2．5 

 

コロナ禍後、本調査は、2023年11月1日～8日にモンゴル国ボルガン県アルシャンツ地区

のMr.Bolt夫妻の秋営地において約800頭の羊と山羊の繁殖行動（性行動）の調査を実施す

ることができました。 

引き続き、2024年3月の春営地において、分娩出産期における飼養管理の調査を予定し

ています。 

研究成果は、後日、関連研究会において発表を計画しています。 

                             2023．11.24 

 

2024年3月23日～30日まで、モンゴル国ボルガン県アルシャンツ地区の春営地におい

て、羊・山羊の分娩・出産期の飼育管理と放牧行動調査を行いました。 

 今回は、母子羊・山羊の出産場面や遊牧民による母子山羊への授乳介助などの貴重な

場面を目撃し記録に収めることができました。 

 今年度の緬羊研究会と山羊研究会で発表および報告を計画しています。 

                              2024.4．3 
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初めてモンゴル草原でヒツジ・ヤギの放牧行動調査をしたとき、モンゴル国のウランバー

トルポスト紙に掲載された筆者の調査記事。1996．9.3 
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モンゴル草原における羊・山羊の放牧行動管理調査 論文・報告書 

論文 

1. モンゴルアルシャンツ、ブルト地区の夏営地におけるヒツジ母子間の行動調査．在来家

畜研究会報告 20号．65-77.2002. 

 

 モンゴル遊牧体系の夏営地における 2 地域の放牧群に所属するヒツジ母子間のパ－テｲサイ

ズ、分散状態、放牧時および就眠時の近接関係、音声による相互作用と近接の維持について検討

した。 

 

2. モンゴル国アルシャンツ、ブルト地区の夏営地におけるヒツジ母子間の発声タイプと

行動．日本畜産学会報 75巻 2号．241-245．2004. 

 

 モンゴル遊牧体系における 2 地域の夏営地のヒツジ母子間 100 組を対象に音節の組み合わせ

による発声タイプと行動型を、母子間距離母子が遭遇するまでの時間、授乳および吸乳時間との

関係について検討した。音節の組み合わせによる母子間の相互作用は子ヒツジ８タイプと母ヒ

ツジ 5 タイプに分類された。 

 

3. モンゴル遊牧民によるヒツジ・ヤギ混成群への介入行動―ウブルハンガイ県ブルト村

での事例より－．在来家畜研究会報告 22号．33-40.2005. 

 

 モンゴル遊牧民がヒツジ・ヤギ混成群へどのような介入行動をしているか、特に群統率の特徴

について検討した。遊牧民は、平均 10.3 分/日を統率行動に費やした。キャンプ地の出発後 30

分間および帰着前の 30 分間、ヒツジの飲水と休息行動の前後に多くの統率行動をとっており、

この時間の Term１とそれ以外の時間 Term２には有意差がみられことなどが理解できた。 

 

4. モンゴル国アルシャンツ・ブルト地区の夏営地における母子羊の音声構造．日本緬羊研

究会誌．45．8-12．2008． 

 

 モンゴル母子羊は発声タイプによって発声時間、基本周波数、ホルマント周波数が異なり、発

声対象によって音声を使い分けていることが示唆された。 

 

 

5. モンゴル夏営地におけるヒツジ・ヤギ群に GPS・加速度データロガーを装着した調査法

の検討．在来家畜研究会報告. 26: 141-150. 2013. 
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モンゴル草原における日帰り放牧羊と山羊群に GPS と加速度データロガーを装着し、調査法

について検討した。羊と山羊は同一の群行動をとりながらも、行動軌跡が異なり、移動速度や高

度（標高）に違いがみられた。エソグラファーを用いた加速度データの周波数特性からは、羊と

山羊の行動形を休息、滞在、食草、移動（常歩・速歩・駆足）の 6 つに分類できた。各行動形が

全体に占める割合を羊母子と山羊母で比較した結果、母間ではほぼ等しく、子羊との間において

は異なった。 

 

6. アニマルウエルフェア指標としての母ヒツジから分離した子ヒツジの音声行動     

モンゴル夏営地における調査から.日本緬羊研究会誌. 50：1–11. 2013. 

 

アニマルウエルフェアの指標となりうる子ヒツジが母ヒツジから分離した音声行動を解析し

た。子ヒツジの発声対象は、母ヒツジが多い傾向にあった。これは、子ヒツジが音声によって母

ヒツジへの積極的な接触を行っている、または吸乳などの世話行動を惹起していると考えられ

る。移動・食草中における母ヒツジと群全体を対象に発声時間が 1 秒以上継続することが見られ

た。この長い発声時間は、母子が視覚的な注意を採餌に向けているためと考えられ、開けたモン

ゴル草原の環境に応じた情報を確実に伝えるための発声であると考えられた。子ヒツジは行動

形によって音声の音圧を変えることによって母ヒツジや群全体に情報伝達しているが、音圧の

調整の仕方は母ヒツジと群全体の対象によって異なっていることが示唆された。 

 

7. モンゴル草原における羊群の放牧行動および群構造と機能の解明（予報）．日本緬羊研

究会誌. 53: 13–20．2016. 

 

本研究は、モンゴル草原における羊群の放牧行動および群構造と機能を解明するにあたり、 

これまでの調査から得られた記録をもとに、先行研究を踏まえ、今後の調査に貢献できる項目や

調査法、考え方をまとめた。 

 

8. モンゴル遊牧民の羊・山羊への介入行動と羊・山羊の音声および行動からみた家畜化の

一考察．在来家畜研究会報告. 28：247–256．2017. 

 

本研究は，古くから家畜化されたといわれる羊・山羊について，筆者自身によるモンゴルの

羊・山羊の放牧調査にもとづき，モンゴル遊牧民の羊・山羊への介入行動と羊・山羊の音声お

よび行動研究から人―羊・山羊間の関係要素を取り出し，家畜化に関する考察を行った。 

 

9. GPSと加速度データロガーを用いたモンゴル草原におけるヒツジ・ヤギ群の放牧行動と

群構造の解析．在来家畜研究会報告. 29 :151 – 160．2019. 
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モンゴルブルト地区の夏営地におけるヒツジ・ヤギ群の放牧行動と群構造を GPS と加速 

度データロガ―および直接観察により解析した。 

GPS と加速度データロガーから算出した標識 10 個体の行動形は食草・移動・休息の組み合わ

せで示され, 行動軌跡 8 地点における各行動形と群形面積・割合を求めた。8 地点における群形

面積割合は, 1)移動→食草（73137m２, 59.6％）, 2)食草→休息（7926m２, 55％）,3)休息→移

動・食草（41578m２, 68.6％）, 4)移動・食草→食草（199580m２, 61.6％）, 5)移動→食草（128243m

２, 55.8％）, 6)食草→休息・移動（129377m２, 62.9％）, 7)休息・移動→移動（41725m２, 48.2％）, 

8)飲水→食草（76217m２, 75％）の値として示された。この結果, 群形は進行方向に対して縦長

形が多く, 行動形によって群内における個体の位置や群形面積が異なることが示された。また, 

標識 10 個体の GPS による行動軌跡からは, ヒツジ・ヤギ各個体間および両種の類似点と相違点

を見出すことができ, 緯度と経度の座標軸から群形面積および群形の割合を時間軸によって算

出可能であった。 

 

10. モンゴル遊牧民に学ぶ山羊の飼養管理技術．日本山羊研究会誌．1：3-4．2020． 

 

本研究は、1995 年～2018 年まで計 12 回現地調査した中から、モンゴル国の遊牧民が 

所有する山羊の放牧行動と管理をどのように行っているのか飼養管理技術に関する知見に

ついて考察した。遊牧民は、家畜管理の経験の蓄積による個人レベルの個体識別管理技術と

他遊牧民が所有する放牧山羊群との混入を防ぐために集団レベルで個体群を識別する技術

を伝統的に受け継がれ持ち合わせていると考えられた。 

 

11．GPS と加速度データロガーを用いたモンゴル冬営地における羊・山羊群の放牧行動と

群構造の解析．在来家畜研究会報告．30：353-363．2021． 

 

モンゴルブルト地区の冬営地におけるヒツジ・ヤギ群の放牧行動と群構造を GPS と加速

度データロガ―および直接観察により解析した。 

GPS と加速度データーロガーから算出した標識 10 個体の行動形は食草・移動・休息の組

み合わせで示され, 行動軌跡 8 地点における各行動形と群形面積・割合を求めた。8 地点に

おける群形面積割合は, 1)移動→食草（73137m２, 59.6％）, 2)食草→休息（7926m２, 

55％）,3)休息→移動・食草（41578m２, 68.6％）, 4)移動・食草→食草（199580m２, 61.6％）, 

5)移動→食草（128243m２, 55.8％）, 6)食草→休息・移動（129377m２, 62.9％）, 7)休息・

移動→移動（41725m２, 48.2％）, 8)飲水→食草（76217m２, 75％）の値として示された。

この結果, 群形は進行方向に対して縦長形が多く, 行動形によって群内における個体の位

置や群形面積が異なることが示された。また, 標識 10 個体の GPS による行動軌跡からは, 

ヒツジ・ヤギ各個体間および両種の類似点と相違点を見出すことができ, 緯度と経度の座標
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軸から群形面積および群形の割合を時間軸によって算出可能であった。 

 

12．モンゴル夏営地における羊・山羊母子間の福祉評価につながる音声と行動．日本緬羊

研究会誌．58：1-8．2021． 

 

本研究は，放牧中に羊および山羊母子がそれぞれ分離した状態の音声と行動について，家畜

福祉評価に必要な客観的指標となりうるポジティブやネガティブな発声と思われる場面を

考察するため，モンゴル夏営地における羊および山羊母子間の音声と行動の意義について

検討した。 

 分離時における発声は，母子羊と子山羊が移動時と食草移動時に，母山羊は移動時と休息

時に共通して観察された。羊・山羊母子間の移動時における発声時間は，子に比べ母の方が

有意に長かった（P＜0.05）。また，羊母子間の食草・移動時における発声時間は，子に比べ

母の方が有意に長かった（P＜0.05）。羊母子間の音圧は，移動時において子に比べ母の方が

有意に高く（P＜0.05），食草・移動時と休息時においてはいずれも母に比べ子の方が有意に

高かった（P＜0.05）。 

 羊・山羊母子間の分離時に発声後，双方が遭遇してから授乳および吸乳行動に至る音声に

は，それぞれ基本周波数とホルマントおよび音圧に，それぞれ特徴が見られた。これら授乳・

吸乳時と非授乳・吸乳時に大別したときに表示される，発声持続時間と音の高さおよび強さ

の成分が，情動場面を考える上で，重要な要素となりうることを示すものであった。 

 とくに，羊・山羊のポジティブな発声時間は短いこと，基本周波数やホルマントの変動が

少ないことが示された。ネガティブな発声には，発声時間が長い傾向にあり，基本周波数や

ホルマントに変動が見られたことで識別が可能であった。 

 

報告書 

 

1.モンゴル国における放牧羊の管理行動に関する調査. 財）私学研修福祉会 1995 年度海外

研修報告. 1-22.1996. 

 

 モンゴル国ウブルハンガイ県ブルト村の遊牧民の夏営地においてヒツジの行動調査と遊牧民

による家畜の制御の観察を実施した。モンゴル研究者 2 名との共同研究である。 

 

2.モンゴル遊牧体系における管理 者と羊群の相互関係行動に関する調査．（財）藤原ナ

チュラルヒストリ－財団報告書．1-2．2000. 
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 ２年間の研究助成金によるモンゴル国ウブルハンガイ県とボルガン県での遊牧体系のヒツジ
の母子行動調査をまとめた．合わせて遊牧民による家畜管理や行動制御についても考察した。 

 

3.Interaction between Mongolian Nomads and mixed flocks of sheep and goats-

Case example of Burd Uvurkhangai Province. Proceedings of the 39th International 

Congress of the International Society for Applied Ethology．164．2004. 

 

 モンゴル遊牧民が羊・山羊混成群への介入行動について検討した。遊牧民は,平均 10.3 分/日

を統率行動に費やした。キャンプ地の出発後 30 分間および帰着前の 30 分間,羊の飲水と休息行

動の前後に多くの統率行動をとっていた。 

 

4.モンゴル ウランバートル市郊外における山羊の乳・肉利用．全国山羊サミット講演要

旨. 69-70．2012. 

 

平成 24 年度の全国山羊サミット神奈川大会の招待演者として表記演題にもとづいてまとめた

報告である。年間の乳・肉製品の生産量および消費と流通など、近年の動向についてまとめた。 

 

5.モンゴル草原における羊・山羊群に GPS および加速度データロガーを装着した調査法の

検討．日本バイオロギング研究会報．87:3.2013. 

 

本研究は、モンゴル草原で放牧されている羊と山羊に GPS と加速度データロガーを装着 

し、その行動を調べった報告である。K-means 法により行動形は、休息、移動、食草の 3 タイプ

に分類した。また、羊と山羊の行動軌跡、移動時の高度変化、平均速度がそれぞれ異なった。 

 

6.Mother offspring vocal communication in sheep and goats as an animal welfare 

index．Proceedings of the 45nd Congress of the International Society for Applied 

Ethology1.2015. 

 

本研究は、放牧中の子羊および山羊母子間それぞれが分離した状況下において、アニマルウ

エルフェアに必要な客観的指標となりうる不快や苦痛な場面での音声を考察することを目的と

して行った。子羊の発声が、発声時間と発声位置、行動形によって母羊への発声の仕方を変え

ていること、山羊においては音響パラメータのうち、発声持続時間と音の高さが重要なキーワ

ードになることが明らかになった。 

 

7.ヒツジの音声と群行動を探る．日本バイオロギング研究会報．101:2.2015. 
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本報告は、モンゴル草原において子ヒツジが母ヒツジから分離した状態の 617 場面の音声行

動を解析した。判別分析による判別係数の有意性検定からは、母と群対象の 2 群において発声

時間が異なり、その差は有意であった。母対象の子の発声は、発声時間と発声位置、行動形に

よって発声の仕方を変えていることが示唆された。発声対象の群と発声位置別の発声時間は、

発声位置によって異なり、その差は有意であった。 

 

8.モンゴル夏営地における動物福祉評価指標としての羊・山羊母子間の音声と行動． 

鳥取大学乾燥地研究センター年報.2016. 

  

 放牧中に羊・山羊母子がそれぞれ分離した状態の音声と行動について、動物福祉評価に必要

な客観的指標となりうる不快や苦痛と思われる場面を考察するため、モンゴル夏営地における

羊・山羊母子間の音声と行動の意義について検討した。母子羊・山羊の音声は、食草時ついで

食草移動時に多く見られた。これは、母子双方が視覚的な注意を採餌に向けていることで離れ

ることが多く、発声につながったものと考えられた。授乳・吸乳行動に至る音声は、音の高さ

や大きさを変えて情報伝達していることが示唆された。正準判別変量の有意性検定からは、母

子山羊の音声が母子羊よりも判別に寄与していることが確かめられた。 

 

9.モンゴル夏営地における羊・山羊群の放牧行動と音声の調査．シーププジャパン．8-10

．2017. 

 

本研究は、放牧中に羊および山羊母子がそれぞれ分離した状態の音声と行動について、動 

物福祉指標に必要な客観的的指標となりうる不快や苦痛と思われる場面を考察するため、2015

年と 2016 年にモンゴル夏営地の羊・山羊母子間を対象に行った。 

 

10モンゴル夏営地における動物福祉評価指標としての羊・山羊母子間の音声と行動．鳥取

大学乾燥地研究センター年報.2017. 

 

 羊・山羊群の休息・食草行動の割合は異なり、その差は有意であった。音声は、子羊を除き

、食草時に少なかった。発声時間を目的変数、基本周波数・音圧・ホルマントを説明変数にし

た結果、母羊はホルマント、母山羊と子山羊においては音圧が発声時間に大きく影響を与えて

いることが示された。羊・山羊母子間の音響パラメータは行動形によって特徴があり、音の強

さが子羊の移動・食草・移動・休息時に、母山羊の移動・休息時に異なり、その差は有意であ

った。また、授乳・吸乳時と非授乳・吸乳時における音の高さと強さの成分は、情動場面を考

える上で重要な要素となりうることが示された。羊・山羊群が一時的に離れる状況は、再び遭

遇するまで、発声および吸乳・授乳することで情動をコントロールしていると考えられた。 

 


